
(57)【要約】

【課題】　特にエンジンの全体的なサイズを最小にする

意図で、バルブ制御装置の様々な部品の配置の選択に設

計者に幅広い自由を与えることができるエンジンを提供

する。

【解決手段】　可変動作を行うバルブを備えた内燃エン

ジンにおいて、各可変動作バルブは、ロッカーアーム50

0を通して油圧アクチュエータユニットAによって制御さ

れる。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 各 々 が 、 そ れ ぞ れ の 吸 気 管 及 び 排 気 管 を 制 御 す る た め に 閉 位 置 に 向 け て 吸 気 バ ル ブ （ ７
） を 付 勢 す る 弾 性 戻 し 手 段 （ ９ ） を そ れ ぞ れ 備 え る 、 各 シ リ ン ダ に 対 す る 少 な く と も 一 つ
の 吸 気 バ ル ブ （ ７ ） 及 び 少 な く と も 一 つ の 排 気 バ ル ブ と 、
　 各 タ ペ ッ ト に よ る エ ン ジ ン ・ シ リ ン ダ の 吸 気 バ ル ブ （ ７ ） 及 び 排 気 バ ル ブ （ ７ ０ ） を 動
か す た め の 少 な く と も 一 つ の カ ム シ ャ フ ト （ １ １ ０ ） と 、
　 一 つ 以 上 の エ ン ジ ン の 作 動 パ ラ メ ー タ の 機 能 と し て 、 可 変 動 作 バ ル ブ の 開 き の 時 間 及 び
行 程 を 変 化 さ せ る よ う に 各 電 磁 弁 を 制 御 す る た め の 電 子 制 御 手 段 （ ２ ５ ） と 、
を 備 え 、
　 各 タ ペ ッ ト に よ っ て 動 か さ れ る 少 な く と も 各 吸 気 バ ル ブ は 、 吸 気 バ ル ブ の タ ペ ッ ト に 接
続 さ れ た ポ ン ピ ン グ ピ ス ト ン が 突 出 す る 加 圧 流 体 チ ャ ン バ を 含 む 油 圧 手 段 を 介 在 さ せ る こ
と に よ っ て 、 前 述 の 弾 性 戻 し 手 段 の 作 用 に 抗 す る 可 変 動 作 を 行 い 、
　 各 タ ペ ッ ト か ら 可 変 動 作 バ ル ブ を 分 離 す る と と も に 各 弾 性 戻 し 手 段 の 作 用 に よ っ て バ ル
ブ を 素 早 く 閉 鎖 さ せ る た め に 、 前 記 加 圧 流 体 チ ャ ン バ （ C） は 、 エ グ ゾ ー ス ト ・ チ ャ ン ネ
ル を 備 え た 電 磁 弁 （ ２ ４ ） に よ っ て 接 続 可 能 で あ り 、
　 前 述 の 油 圧 手 段 は 、
　 　 案 内 ブ ッ シ ン グ （ ２ ２ ） 内 に 滑 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ た 作 動 ピ ス ト ン で あ っ て 、 加 圧
流 体 チ ャ ン バ か ら 可 変 体 積 チ ャ ン バ に 液 体 が 流 れ る こ と だ け を 可 能 に す る 逆 止 め 弁 （ ３ ２
） に よ っ て 制 御 さ れ た 第 一 の 連 通 手 段 と 、 二 つ の チ ャ ン バ 間 で 両 方 向 に 流 れ る こ と を 可 能
に す る 第 二 の 通 報 手 段 と の 両 方 に よ っ て 、 加 圧 流 体 チ ャ ン バ と 連 通 す る 可 変 体 積 チ ャ ン バ
に 面 す る 前 記 作 動 ピ ス ト ン （ ２ １ ） と 、
　 　 エ ン ジ ン ・ バ ル ブ の 閉 鎖 の 最 終 段 階 に お い て 前 記 第 二 の 連 通 手 段 が 狭 く な る こ と を も
た ら す こ と が で き る 油 圧 ブ レ ー キ 手 段 と 、
を 含 ん で い る 可 変 動 作 バ ル ブ 用 の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト （ A） を さ ら に 備 え て 、
　 可 変 動 作 バ ル ブ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト （ A） の 一 部 分 で あ る 前 記 作 動 ピ ス ト ン （ ２
１ ） は 、 吸 気 バ ル ブ （ ７ ） の 軸 か ら 離 間 し た 軸 を 有 す る と と も に 、 機 械 的 伝 動 装 置 （ ５ ０
０ ） に よ っ て 前 記 吸 気 バ ル ブ （ ７ ） を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 、 複 数 の シ リ ン ダ を 備 え
た 内 燃 エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 の 機 械 的 伝 動 装 置 が ロ ッ カ ー ア ー ム (５ ０ ０ )に よ っ て 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 １ 記 載 の エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ロ ッ カ ー ア ー ム (５ ０ ０ )は 、 エ ン ジ ン の ボ デ ィ 上 で 揺 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ て お り
、 作 動 ピ ス ト ン （ ２ １ ） 及 び バ ル ブ の 軸 と そ れ ぞ れ 協 働 す る 二 つ の 対 向 端 （ ５ ０ ２ 、 ５ ０
３ )を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ 記 載 の エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ４ 】
　 可 変 動 作 バ ル ブ の 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト (A)と 連 関 す る ポ ン ピ ン グ ピ ス ト ン （ １
６ ） の 軸 と 、 前 記 バ ル ブ の 軸 と は 、 カ ム シ ャ フ ト の 軸 に 直 交 し て 、 互 い に 離 間 し て い る 各
面 に 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ 記 載 の エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ロ ッ カ ー ア ー ム （ ５ ０ ５ ） を 通 じ て 、 カ ム シ ャ フ ト （ １ １ ） の 各 カ ム （ １ ４ ） に よ っ て
前 記 ポ ン ピ ン グ ピ ス ト ン （ １ ６ ） が 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ 記 載 の エ ン ジ
ン 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ポ ン ピ ン グ ピ ス ト ン （ １ ６ ） を 制 御 す る 前 記 ロ ッ カ ー ア ー ム （ ５ ０ ５ ） は 、 エ ン ジ ン の
ボ デ ィ 、 ポ ン ピ ン グ ピ ス ト ン （ １ ６ ） と 協 働 す る 対 向 端 （ ５ ０ ８ ） 、 及 び カ ム シ ャ フ ト （
１ １ ） の 各 カ ム （ １ ４ ） と 協 働 す る 中 間 領 域 の 上 で 揺 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ 記 載 の エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ７ 】
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　 各 ロ ッ カ ー ア ー ム （ ５ ０ ０ ） を 備 え た ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト (A)は 、 各 吸 気 バ ル ブ （
７ ） に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ 記 載 の エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ８ 】
　 エ ン ジ ン の 排 気 バ ル ブ （ ２ ７ ） も 、 可 変 動 作 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ 記 載 の
エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 エ ン ジ ン は 、 単 一 の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト (A)に よ っ て 単 一 の ロ ッ カ ー ア ー ム （
５ ０ ０ ） に よ っ て 制 御 さ れ る 、 各 シ リ ン ダ (CY)用 の 二 つ の 排 気 バ ル ブ （ ２ ７ ） を 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ 記 載 の エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 エ ン ジ ン は シ リ ン ダ 当 た り 二 つ の 吸 気 バ ル ブ （ ７ ） を 有 し て 、 当 該 吸 気 バ ル ブ （ ７
） が 各 ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト (A)に よ っ て 各 ロ ッ カ ー ア ー ム （ ５ ０ ０ ） に よ っ て 制 御 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ 記 載 の エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト (A)と 前 述 の ロ ッ カ ー ア ー ム （ ５ ０ ０ ） と の 間 に は 、 補 助 の 油
圧 タ ペ ッ ト が 動 作 可 能 な よ う に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ 記 載 の エ ン ジ
ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、
　 各 々 が 、 そ れ ぞ れ の 吸 気 管 及 び 排 気 管 を 制 御 す る た め に 閉 位 置 に 向 け て 吸 気 バ ル ブ を 付
勢 す る 弾 性 戻 し 手 段 を そ れ ぞ れ 備 え る 、 各 シ リ ン ダ に 対 す る 少 な く と も 一 つ の 吸 気 バ ル ブ
及 び 少 な く と も 一 つ の 排 気 バ ル ブ と 、
　 各 タ ペ ッ ト に よ る エ ン ジ ン ・ シ リ ン ダ の 吸 気 バ ル ブ 及 び 排 気 バ ル ブ を 動 か す た め の 少 な
く と も 一 つ の カ ム シ ャ フ ト と 、
　 一 つ 以 上 の エ ン ジ ン の 作 動 パ ラ メ ー タ の 機 能 と し て 、 可 変 動 作 バ ル ブ の 開 き の 時 間 及 び
行 程 を 変 化 さ せ る よ う に 各 電 磁 弁 を 制 御 す る た め の 電 子 制 御 手 段 と 、
を 備 え 、
　 各 タ ペ ッ ト に よ っ て 動 か さ れ る 少 な く と も 各 吸 気 バ ル ブ は 、 吸 気 バ ル ブ の タ ペ ッ ト に 接
続 さ れ た ポ ン ピ ン グ ピ ス ト ン が 突 出 す る 加 圧 流 体 チ ャ ン バ を 含 む 油 圧 手 段 を 介 在 さ せ る こ
と に よ っ て 、 前 述 の 弾 性 戻 し 手 段 の 作 用 に 抗 す る 可 変 動 作 を 行 い 、
　 各 タ ペ ッ ト か ら 可 変 動 作 バ ル ブ を 分 離 す る と と も に 各 弾 性 戻 し 手 段 の 作 用 に よ っ て バ ル
ブ を 素 早 く 閉 鎖 さ せ る た め に 、 前 記 加 圧 流 体 チ ャ ン バ は 、 エ グ ゾ ー ス ト ・ チ ャ ン ネ ル を 備
え た 電 磁 弁 に よ っ て 接 続 可 能 で あ り 、
　 前 述 の 油 圧 手 段 は 、
　 　 案 内 ブ ッ シ ン グ 内 に 滑 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ た 作 動 ピ ス ト ン で あ っ て 、 加 圧 流 体 チ ャ
ン バ か ら 可 変 体 積 チ ャ ン バ に 液 体 が 流 れ る こ と だ け を 可 能 に す る 逆 止 め 弁 に よ っ て 制 御 さ
れ た 第 一 の 連 通 手 段 と 、 二 つ の チ ャ ン バ 間 で 両 方 向 に 流 れ る こ と を 可 能 に す る 第 二 の 通 報
手 段 と の 両 方 に よ っ て 、 加 圧 流 体 チ ャ ン バ と 連 通 す る 可 変 体 積 チ ャ ン バ に 面 す る 前 記 作 動
ピ ス ト ン と 、
　 　 エ ン ジ ン ・ バ ル ブ の 閉 鎖 の 最 終 段 階 に お い て 前 記 の 第 二 の 連 通 手 段 が 狭 く な る こ と を
も た ら す こ と が で き る 油 圧 ブ レ ー キ 手 段 と 、
を 含 ん で い る 可 変 動 作 バ ル ブ 用 の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト を さ ら に 備 え る タ イ プ の 、 複 数
の シ リ ン ダ を 備 え た 内 燃 エ ン ジ ン に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 上 に 明 示 さ れ た タ イ プ の エ ン ジ ン は 、 本 願 と 同 一 の 出 願 人 に よ っ て 、 例 え ば 特 許 文 献 １
に 記 述 さ れ 且 つ 図 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 種 の エ ン ジ ン で は 、 従 来 の エ ン ジ ン に 関 し て シ リ ン ダ ヘ ッ ド の サ イ ズ を 大 き く す る
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こ と な く 可 変 バ ル ブ 制 御 装 置 の 要 素 の す べ て を 配 置 す る の が 非 常 に 難 し い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 ヨ ー ロ ッ パ 特 許 出 願 第 1 344 900 A2号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 特 に エ ン ジ ン の 全 体 的 な サ イ ズ を 最 小 に す る 意 図 で 、 バ ル ブ 制 御 装 置
の 様 々 な 部 品 の 配 置 の 選 択 に 設 計 者 に 幅 広 い 自 由 を 与 え る こ と が で き る 、 上 に 示 さ れ た タ
イ プ の エ ン ジ ン を 創 出 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 添 付 し た 請 求 項 １ に 示 さ れ た 特 徴 を 有 す る 、 説
明 の 最 初 に 示 さ れ た タ イ プ の エ ン ジ ン に 関 す る 。 本 発 明 の 追 加 の 好 ま し く て 有 利 な 特 徴 は
、 従 属 ク レ ー ム で 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 述 の 特 徴 の お か げ で 、 エ ン ジ ン 設 計 者 は 、 シ ス テ ム の サ イ ズ 、 特 に 垂 直 方 向 の サ イ ズ
を 最 小 に す る と い う 利 点 と 共 に 、 様 々 な コ ン ポ ー ネ ン ト の ポ ジ シ ョ ニ ン グ を 選 択 す る 幅 広
い 自 由 を 有 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 非 限 定 的 な 例 と し て の み 提 供 さ れ た 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 、 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ を 参 照 す る 。 同 じ 出 願 人 に よ っ て 、 先 の ヨ ー ロ ッ パ 特 許 出 願 第 EP-A-0 803 642号 に
記 述 さ れ た 内 燃 エ ン ジ ン は 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド 1を 備 え て 、 マ ル チ シ リ ン ダ ・ エ ン ジ ン で あ
り 、 例 え ば 一 列 に 並 ん だ ４ つ の シ リ ン ダ を 備 え た エ ン ジ ン で あ る 。 ヘ ッ ド 1は 、 燃 焼 室 を
形 成 す る 、 ヘ ッ ド 1の ベ ー ス 面 3に 形 成 さ れ た 空 洞 2を 各 シ リ ン ダ に 対 し て 備 え る 。 そ の 中
で 二 つ の 吸 気 管 4， 5及 び 2排 気 管 6が 終 端 す る 。 燃 焼 室 2と 二 つ の 吸 気 管 4， 5と の 連 通 は 、
従 来 の き の こ タ イ プ の 二 つ の 吸 気 バ ル ブ 7に よ っ て 制 御 さ れ る 。 そ れ ぞ れ は 、 ヘ ッ ド 1の ボ
デ ィ に 滑 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ た ス テ ム 8を 備 え る 。 各 バ ル ブ 7は 、 ヘ ッ ド 1の 内 面 と バ ル
ブ の 端 カ ッ プ 10と の 間 に 配 置 さ れ た バ ネ 9に よ っ て 閉 位 置 の 方 に 戻 さ れ る 。 吸 気 バ ル ブ 7の
開 き は 、 ヘ ッ ド 1の 支 持 体 内 で 軸 12を 中 心 に 回 転 可 能 に 取 り 付 け て 、 バ ル ブ 7を 動 か す た め
に 複 数 の カ ム 14を 備 え る カ ム シ ャ フ ト 11に よ っ て 以 下 に 記 載 し た 方 法 で 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 吸 気 バ ル ブ 7を 制 御 す る 各 カ ム 14は 、 軸 17に 沿 っ て 滑 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ た タ ペ ッ ト 1
6の ワ ッ シ ャ ー 15と 協 働 す る 。 前 述 の ド キ ュ メ ン ト で 図 示 し た 実 施 例 の 場 合 に は 、 軸 17は
、 バ ル ブ 7の 軸 に 対 し て 実 質 的 に 90° の 方 を 向 い て い る 。 詳 細 が 以 下 に 記 載 さ れ る よ う に
、 タ ペ ッ ト 16は 、 吸 気 バ ル ブ の 動 作 に 関 連 し た 電 気 的 油 圧 装 置 を す べ て 組 込 ん だ あ ら か じ
め 組 み 立 て ら れ た セ ッ ト 20の ボ デ ィ 19に よ っ て 支 え ら れ た （ borne） ブ ッ シ ン グ 18内 に 滑
動 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 圧 力 チ ャ ン バ Cの 中 に あ る 加 圧 流 体 (典 型 的 に は 、 エ ン ジ ン
潤 滑 ル ー プ か ら の オ イ ル )と 、 サ ブ グ ル ー プ 20の ボ デ ィ 19に よ っ て 支 え ら れ た （ borne） ブ
ッ シ ン グ 22に よ っ て 構 成 さ れ た 円 筒 体 の 中 で 滑 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ た ピ ス ト ン 21と に よ
っ て 、 弾 性 手 段 9の 働 き に 抗 し て 開 く こ と を も た ら す よ う に 、 タ ペ ッ ト ・ バ ル ブ 16は 、 バ
ル ブ 7の ス テ ム 8を 付 勢 す る こ と が で き る 。 図 １ に 示 さ れ た 既 知 の 解 決 策 で は 、 各 吸 気 バ ル
ブ 7に 連 関 し た 加 圧 流 体 チ ャ ン バ Cは 、 電 磁 弁 24に よ っ て エ グ ゾ ー ス ト ・ チ ャ ン ネ ル 23と 連
通 し て 配 置 さ れ る 。 ア ク セ ル ペ ダ ル の 位 置 や 毎 分 の エ ン ジ ン 回 転 数 の よ う な エ ン ジ ン の オ
ペ レ ー テ ィ ン グ パ ラ メ ー タ を 示 す 信 号 Sに 従 っ て 、 あ ら ゆ る 既 知 の タ イ プ で あ っ て も よ く
、 本 願 に 図 示 さ れ た 機 能 に 適 し た 電 磁 弁 24は 、 模 式 的 に 示 し た 電 子 制 御 手 段 25に よ っ て 制
御 さ れ る 。 電 磁 弁 24が 開 か れ る と き に 、 チ ャ ン バ Cは チ ャ ン ネ ル 23と 連 通 す る よ う に な り
、 し た が っ て 、 チ ャ ン バ Cに 存 在 す る 加 圧 流 体 が 前 記 チ ャ ン ネ ル に 流 れ て 、 吸 気 バ ル ブ 7か
ら カ ム 14及 び 各 タ ペ ッ ト 16の 分 離 が 得 ら れ る 。 そ れ は 、 戻 し バ ネ 9の 作 用 で そ の 閉 位 置 に
素 早 く 戻 る 。 し た が っ て 、 チ ャ ン バ Cと ア ウ ト レ ッ ト （ outlet） ・ チ ャ ン ネ ル 23と の 間 の
連 通 を 制 御 す る こ と に よ っ て 、 各 吸 気 バ ル ブ 7の 時 間 及 び 開 き ス ト ロ ー ク を 変 化 さ せ る こ
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と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 様 々 な 電 磁 弁 24の ア ウ ト レ ッ ト ・ チ ャ ン ネ ル 23の 全 て は 、 圧 力 ア キ ュ ム レ ー タ ー 27と 連
通 す る 同 じ 縦 方 向 の チ ャ ン ネ ル 26で 終 端 す る 。 そ の 一 つ だ け が 、 図 １ に 示 さ れ て い る 。 連
関 し た ブ ッ シ ン グ 18を 備 え た 全 て の タ ペ ッ ト 16、 連 関 し た ブ ッ シ ン グ 22を 備 え た ピ ス ト ン
21、 電 磁 弁 24、 及 び 関 連 す る チ ャ ン ネ ル 23， 26は 、 エ ン ジ ン の 組 み 立 て の 迅 速 さ 及 び 容 易
さ に 都 合 良 く 、 予 め 組 み 立 て ら れ た セ ッ ト 20の 前 述 の ボ デ ィ 19に 支 え ら れ て （ borne） 形
成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 に 述 べ ら れ た 先 の ド キ ュ メ ン ト 及 び 本 発 明 の 場 合 に は 、 排 気 バ ル ブ を 指 揮 す る 可 変 動
作 シ ス テ ム の 適 用 は 、 原 則 と し て は 除 外 さ れ な い が 、 各 シ リ ン ダ に 連 関 し た 排 気 バ ル ブ 27
は 、 各 タ ペ ッ ト 29に よ っ て 、 各 カ ム シ ャ フ ト 28に よ っ て 、 従 来 の 方 法 と し て 図 １ に 図 示 し
た 実 施 態 様 の よ う に 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 再 び 、 図 １ を 参 照 す る 。 ピ ス ト ン 21に よ っ て ブ ッ シ ン グ 22の 内 部 に 画 定 さ れ た 可 変 体 積
チ ャ ン バ (図 １ に お い て そ の 最 小 の 体 積 状 態 で 示 さ れ て お り 、 ピ ス ト ン 21が そ の 上 端 ス ト
ロ ー ク 端 位 置 に あ る )は 、 ブ ッ シ ン グ 22の 端 壁 に 得 ら れ た 開 口 30に よ っ て 加 圧 流 体 チ ャ ン
バ Cと 連 通 す る 。 終 端 ノ ー ズ 31と そ れ に 係 合 し た 開 口 30の 壁 と の 間 に あ る 遊 び を 通 し て 可
変 体 積 チ ャ ン バ に あ る オ イ ル が 加 圧 流 体 チ ャ ン バ Cに 流 れ る こ と が 強 い ら れ る の で 、 バ ル
ブ が 閉 位 置 に 近 い と き に 、 閉 段 階 で の バ ル ブ 7の 動 き の 油 圧 ブ レ ー キ を 得 る よ う に 、 前 記
の 開 口 30は ピ ス ト ン 21の 終 端 ノ ー ズ 31と 係 合 し て い る 。 開 口 30に よ っ て 構 成 さ れ た 連 通 に
加 え て 、 加 圧 流 体 チ ャ ン バ C及 び ピ ス ト ン 21の 可 変 体 積 チ ャ ン バ は 、 ピ ス ト ン 21の ボ デ ィ
の 中 に 形 成 さ れ 、 加 圧 チ ャ ン バ Cだ け か ら ピ ス ト ン 21の 可 変 体 積 チ ャ ン バ へ 液 体 が 流 れ る
こ と を 可 能 に す る 逆 止 め 弁 32に よ っ て 制 御 さ れ た 内 部 通 路 に よ っ て 互 い に 連 通 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に 図 示 さ れ た 従 来 技 術 の エ ン ジ ン の 通 常 動 作 の 間 に 、 電 磁 弁 24が エ グ ゾ ー ス ト ・ チ
ャ ン ネ ル 23と 加 圧 流 体 チ ャ ン バ Cと の 連 通 を 除 外 す る と き に 、 こ の チ ャ ン バ の 中 に 存 在 す
る オ イ ル は 、 カ ム 14に よ っ て 、 バ ル ブ 7の 開 き を 指 揮 す る ピ ス ト ン 21に 与 え ら れ た タ ペ ッ
ト 16の 動 き を 伝 え る 。 バ ル ブ の 開 き 動 作 の 初 期 段 階 で は 、 チ ャ ン バ Cか ら 来 る 液 体 は 、 ノ
ー ズ 30、 逆 止 め 弁 32、 及 び 、 ピ ス ト ン 21の 内 部 空 洞 (そ れ は 管 形 状 を し て い る )と 可 変 体 積
チ ャ ン バ と が 連 通 し て 配 置 さ れ た さ ら な る 通 路 に 穴 が 空 け ら れ た 軸 の 穴 を 通 過 す る ピ ス ト
ン 21の 可 変 体 積 チ ャ ン バ に 到 着 す る 。 ピ ス ト ン 21の 第 一 の 変 位 の 後 、 ノ ー ズ 31は 開 口 30か
ら 出 て 来 る 。 し た が っ て 、 チ ャ ン バ Cか ら 来 る 液 体 は 、 開 口 30を 通 し て 可 変 体 積 チ ャ ン バ
に 直 接 に 入 る こ と が で き る 。 そ れ は 自 由 で あ る 。 バ ル ブ の 閉 鎖 の 逆 の 動 き で 、 述 べ た よ う
に 、 最 終 段 階 の 間 に 、 ノ ー ズ 31は 、 そ の 座 部 に 対 す る バ ル ブ の ボ デ ィ の い か な る イ ン パ ク
ト を も 防 ぐ た め に バ ル ブ の 油 圧 ブ レ ー キ を も た ら す 開 口 30に 入 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ は 、 同 じ 出 願 人 に よ る 前 の ヨ ー ロ ッ パ 特 許 出 願 第 EP 0 1 344 900号 に て 提 案 さ れ た
修 正 済 形 式 の 上 述 の デ バ イ ス を 示 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ で は 、 図 １ と 共 通 の 部 分 は 同 じ 参 照 符 号 で 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ の そ れ に 関 し て の 図 ２ の デ バ イ ス の 第 一 の 明 ら か な 違 い は 、 図 ２ の 場 合 、 タ ペ ッ ト
16、 ピ ス ト ン 21及 び バ ル ブ の ス テ ム 8が 、 軸 40に 沿 っ て 相 互 に 整 列 し て い る と い う こ と で
あ る 。 従 来 技 術 の 中 で 既 に 考 え ら れ て い る の で 、 こ の 違 い は 本 発 明 の 範 囲 内 に 入 ら な い 。
同 様 に 、 本 発 明 は 、 タ ペ ッ ト 16の 軸 及 び ス テ ム 8の 軸 が 、 そ れ ら の 間 に あ る 角 度 を 形 成 す
る 場 合 に も 適 用 す る だ ろ う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ の 解 決 策 と 同 様 に 、 カ ム シ ャ フ ト 11の カ ム と 協 働 す る 関 連 す る ワ ッ シ ャ ー 15を 持 っ
た タ ペ ッ ト 16は 、 ブ ッ シ ン グ 18に 滑 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ る 。 図 ２ の 場 合 に は 、 ブ ッ シ ン
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グ 18が 、 予 め 組 み 立 て ら れ た セ ッ ト 20の 金 属 ボ デ ィ 19の 中 で 得 ら れ た ネ ジ 付 き の 円 筒 状 の
座 部 18aへ ネ ジ 留 め さ れ る 。 密 閉 用 ガ ス ケ ッ ト 18bは 、 ブ ッ シ ン グ 18の 底 壁 と 座 部 18aの 底
壁 と の 間 に 配 置 さ れ る 。 バ ネ 18cが カ ム シ ャ フ ト 11の カ ム に 接 す る ワ ッ シ ャ ー 15を 戻 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ の 場 合 と 同 様 に 図 ２ の 場 合 も 、 ピ ス ト ン 21は 、 密 閉 用 ガ ス ケ ッ ト の 挿 入 と 共 に 、 金
属 ボ デ ィ 19の 中 で 得 ら れ た 円 筒 状 空 洞 32で 受 け 入 れ ら れ る ブ ッ シ ン グ 22の 中 に 滑 動 自 在 で
あ る 。 ブ ッ シ ン グ 22は 、 空 洞 32の 端 部 ネ ジ 付 き リ ン グ ナ ッ ト に よ っ て 取 り 付 け た 状 態 に 保
持 さ れ 、 空 洞 32の 接 合 （ abutment） 表 面 35に 対 し て ブ ッ シ ン グ 22の ボ デ ィ を 押 圧 す る 。 ロ
ッ キ ン グ リ ン グ ・ ナ ッ ト 33と フ ラ ン ジ 34と の 間 に は 、 ボ デ ィ 19及 び ブ ッ シ ン グ 22を 構 成 す
る 異 な っ た 材 料 間 の 異 な っ た 熱 膨 張 を 補 償 す る た め の 制 御 さ れ た 軸 負 荷 を 保 証 す る 皿 形 （
Belleville） ワ ッ シ ャ ー 36が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ た 解 決 策 の 主 な 違 い は 、 こ の 場 合 、 チ ャ ン バ Cか ら ピ ス ト ン 21の
チ ャ ン バ へ 加 圧 流 体 を 流 す こ と を 可 能 に す る 逆 止 め 弁 32が 、 ピ ス ト ン 21に よ っ て で は な く
ボ デ ィ 19に 対 し て 固 定 さ れ た 分 離 し た 要 素 37に よ っ て 支 え ら れ る と い う こ と で あ る 。 そ れ
は 、 ブ ッ シ ン グ 22の 空 洞 を 上 方 に （ superiorly） 閉 じ る 。 そ の 内 部 で は 、 ピ ス ト ン 21が 滑
動 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 ピ ス ト ン 21は 、 終 端 ノ ー ズ 31を 持 っ た 、 図 １ の 複
雑 な 構 成 を 有 し て い な い 、 し か し 、 そ れ は 、 チ ャ ン バ Cか ら 逆 止 め 弁 32ま で 加 圧 流 体 を 受
け 入 れ る 可 変 体 積 チ ャ ン バ に 面 す る 底 壁 を 持 っ た 、 単 純 な カ ッ プ 状 の 円 筒 状 の 要 素 の よ う
に 形 づ く ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ロ ッ キ ン グ リ ン グ ・ ナ ッ ト 33を 締 め る こ と の 結 果 と し て 、 要 素 37は 、 接 合 （ abutment）
表 面 35と ブ ッ シ ン グ 22の 端 面 と の 間 の 位 置 に 固 定 さ れ る 環 状 の 板 に よ っ て 構 成 さ れ る 。 環
状 の 板 は 、 逆 止 め 弁 32用 の 容 器 と し て 役 立 ち 、 液 体 を 通 す た め の 上 部 中 心 穴 を 有 す る 中 央
円 筒 突 起 を し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ の 場 合 に も 、 逆 止 め 弁 32に 加 え て 、 ボ デ ィ 19の 中 で 得 ら れ た 側 面 の 空 洞 38と 、 ブ ッ
シ ン グ 22の 外 面 の 平 滑 化 に よ っ て 、 及 び ブ ッ シ ン グ 22の 壁 に お い て 放 射 状 に 得 ら れ た 大 き
な サ イ ズ の 開 口 (図 ２ に は 不 図 示 )及 び 小 さ な サ イ ズ の 穴 42に よ っ て 、 形 成 さ れ た 周 辺 の 空
洞 39と に よ っ て 構 成 さ れ た さ ら な る 通 路 に よ っ て 、 チ ャ ン バ C、 及 び 、 ピ ス ト ン 21に よ っ
て 画 定 さ れ た 可 変 体 積 チ ャ ン バ が 互 い に 連 通 し て い る 。 こ れ ら の 開 口 は 、 バ ル ブ の 最 終 段
階 で 油 圧 ブ レ ー キ を 備 え た 操 作 を 達 成 す る よ う に 形 づ く ら れ 相 互 に 配 置 さ れ る 、 ピ ス ト ン
21が 大 き な サ イ ズ の 開 口 を ふ さ ぐ と き に 、 穴 42は 自 由 な ま ま で あ る 。 そ れ は 、 ピ ス ト ン 21
の 周 辺 の 端 溝 に よ っ て 形 成 さ れ た 外 周 端 喉 部 43を 遮 る 。 前 述 の 二 つ の 開 口 が 一 定 の 通 路 38
を 正 確 に 遮 る こ と を 保 証 す る た め に 、 ブ ッ シ ン グ 34を 正 確 な 角 度 の 位 置 で 取 り 付 け な け れ
ば な ら な い 。 そ れ は 軸 の ピ ン 44に よ っ て 保 証 さ れ る 。 こ の 解 決 策 は 、 ブ ッ シ ン グ 22の 外 側
表 面 上 の 周 辺 の 喉 部 の 配 置 に 関 し て 好 ま し い 。 と い う の は 、 こ れ は 、 操 作 に お け る 必 然 の
不 都 合 （ drawback） で 、 遊 び で の オ イ ル 体 積 の 増 加 を 要 す る か ら で あ る 。 正 確 に 測 定 さ れ
た 穴 320も 、 要 素 37に 設 け ら れ る 。 穴 320は 、 チ ャ ン バ の Cと 連 通 し た 喉 部 43に よ っ て 形 成
さ れ た 環 状 チ ャ ン バ に 直 接 に 配 置 さ れ る 。 液 体 (エ ン ジ ン 潤 滑 オ イ ル )が 非 常 に 粘 着 性 で あ
る と き に 、 前 記 穴 320は 、 低 温 で の 正 確 な 動 作 を 保 証 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 動 作 中 、 バ ル ブ が 開 く こ と を 必 要 と す る と き に 、 加 圧 オ イ ル （ タ ペ ッ ト 16に よ っ て 付 勢
さ れ て い る ） は 、 逆 止 め 弁 32を 通 っ て チ ャ ン バ Cか ら ピ ス ト ン 21の チ ャ ン バ に 流 れ る 。 ピ
ス ト ン 21が そ の 上 端 停 止 位 置 か ら 立 ち 去 る （ move away） や い な や 、 逆 止 め 弁 32を 迂 回 す
る （ bypassing） 通 路 38及 び 二 つ の 前 述 の 開 口 (大 き な 方 と 小 さ い 方 42)を 通 じ て 可 変 体 積
チ ャ ン バ に オ イ ル が 直 接 に 流 れ る こ と が で き る 。 戻 り 動 作 の 中 で 、 バ ル ブ が そ の 閉 位 置 に
近 い と き に 、 ピ ス ト ン 21は 、 ま ず 、 大 き な 開 口 を 遮 断 し 、 油 圧 ブ レ ー キ を 決 定 す る 開 口 42
を 遮 断 す る 。 壁 の 粘 性 が バ ル ブ の 動 き を 過 度 に 遅 く さ せ る と き に 、 低 温 で の ブ レ ー キ 効 果
を 弱 め る た め に 、 正 確 に 測 定 さ れ た （ calibrated） 穴 も 要 素 37の 壁 に 設 け る こ と が で き る
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。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 容 易 に 明 ら か で あ る よ う に 、 図 １ に 示 さ れ た 解 決 策 に 関 す る 主 な 相 違 点 は 、 前 記 ピ ス ト
ン が 従 来 技 術 で 検 討 さ れ た も の よ り は る か に 複 雑 に な ら な か っ た 構 成 を 有 す る の で 、 ピ ス
ト ン 21を 作 る た め の 操 作 が ず っ と 単 純 で あ る と い う こ と で あ る 。 本 発 明 に よ る 解 決 策 は 、
ピ ス ト ン 21に 関 連 し た チ ャ ン バ に お け る オ イ ル 体 積 を 低 減 す る こ と を 可 能 に す る 。 本 発 明
に よ る 解 決 策 は 、 油 圧 の は ね 返 り （ bounce） な し で 、 バ ル ブ の 規 則 的 な 閉 運 動 を 、 閉 止 に
必 要 な 時 間 の 低 減 を 、 ポ ン ピ ン グ 無 し に 油 圧 タ ペ ッ ト の 規 則 的 な 操 作 を 、 エ ン ジ ン ・ バ ル
ブ の バ ネ に お け る 衝 撃 力 の 低 下 を 、 及 び 油 圧 の 雑 音 の 低 減 を 、 得 る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ で 示 さ れ た 従 来 技 術 に 係 る 解 決 策 の さ ら な る 特 徴 は 、 ピ ス ト ン 21と バ ル ブ の ス テ ム
8と の 間 に 油 圧 タ ペ ッ ト を 設 け る こ と で あ る 。 タ ペ ッ ト 400は 二 つ の 同 心 の 滑 動 可 能 な ブ ッ
シ ン グ 401， 402を 備 え る 。 内 側 の ブ ッ シ ン グ 402は 、 ピ ス ト ン 21の 内 部 空 洞 で 、 ボ デ ィ 19
に お け る 通 路 405， 406、 ブ ッ シ ン グ 22に お け る 穴 407、 ブ ッ シ ン グ 403及 び ピ ス ト ン 21に お
け る 通 路 408， 409を 通 し て 加 圧 流 体 を 供 給 す る チ ャ ン バ 403を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 逆 止 め 弁 410は 、 ブ ッ シ ン グ 402に よ っ て 支 え ら れ た （ borne） 前 面 壁 の 中 心 穴 を 制 御 す
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ 及 び ４ を 参 照 す る 。 こ れ ら の 図 に は 、 本 発 明 に 係 る ４ つ の シ リ ン ダ ・ エ ン ジ ン が 示
さ れ て い る 。 参 照 番 号 1は 、 図 ３ の 平 面 図 に 示 さ れ て い る よ う に 、 エ ン ジ ン ・ シ リ ン ダ ヘ
ッ ド を 示 す 。 シ リ ン ダ は 、 参 照 符 号 CYの 点 線 で 模 式 的 に 示 さ れ て い る 。 図 示 さ れ た 実 施 形
態 で は 、 エ ン ジ ン の 各 シ リ ン ダ は 、 図 ３ に 模 式 的 に 示 さ れ て い る よ う に 、 二 つ の 吸 気 バ ル
ブ 7及 び 二 つ の 排 気 バ ル ブ 27を 備 え て い る 。 図 ３ に お い て 、 参 照 符 号 Aは 、 吸 気 バ ル ブ 7を
動 か す 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト の そ れ ぞ れ を 示 し て い る 。 各 ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト
Aは 、 例 え ば 、 図 ２ に 示 さ れ た 解 決 策 に 従 っ て 構 成 さ れ る 。 各 ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト Aは
、 各 案 内 ブ ッ シ ン グ 22に 滑 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ た 作 動 ピ ス ト ン 21を 主 と し て 備 え る 。 そ
れ は 、 ピ ス ト ン 21と 連 関 し た 補 助 の 油 圧 タ ペ ッ ト 400を 備 え て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 基 本 的 な 特 徴 は 、 図 ２ に 示 し た 従 来 技 術 の 解 決 策 の よ う に 、 各 ア ク チ ュ エ ー タ
ユ ニ ッ ト Aの ピ ス ト ン 21が 、 各 吸 気 バ ル ブ 7の ス テ ム 8に 沿 っ た そ の 軸 で 位 置 決 め さ れ て い
な い と い う こ と で あ る が 、 む し ろ 、 そ れ は 、 特 に ロ ッ カ ー ア ー ム 500に よ っ て 、 機 械 的 伝
動 装 置 （ transmission） に よ っ て 各 吸 気 バ ル ブ を 動 か す と い う こ と で あ る 。 以 下 に 説 明 す
る よ う に 、 排 気 バ ル ブ 27を 動 か す た め に 使 用 さ れ て い る 全 く 同 様 の ロ ッ カ ー ア ー ム （ rock
er arm） 500を 示 し て い る 図 ４ に も 示 さ れ て い る よ う に 、 各 ロ ッ カ ー ア ー ム 500は 、 エ ン ジ
ン の ボ デ ィ 上 の 、 特 に 関 節 （ articulation） 軸 501の ま わ り の ヘ ッ ド の ボ デ ィ 上 の 、 そ れ
自 身 の 中 間 の 領 域 で 揺 動 す る （ oscillating） よ う に 取 り 付 け ら れ る 。 そ れ は 、 ア ク チ ュ
エ ー タ A、 及 び そ れ に よ っ て 作 動 し た バ ル ブ と そ れ ぞ れ 協 働 す る 対 向 端 部 502、 503を 有 し
て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 観 点 か ら 、 油 圧 バ ル ブ 制 御 を 欠 く 従 来 の エ ン ジ ン に 実 質 的 に 類 似 し て い る の で 、 前
述 の 特 徴 を 採 用 す る こ と に よ っ て 、 本 発 明 に 係 る エ ン ジ ン の 寸 法 、 特 に 垂 直 方 向 の 寸 法 を
相 当 程 度 に 縮 小 す る こ と が で き る 。 そ の 代 り に 、 こ の 利 点 は 、 可 変 動 作 バ ル ブ を 備 え た エ
ン ジ ン の 先 の 解 決 策 に は 、 例 え ば 、 各 可 変 動 作 バ ル ブ が バ ル ブ 軸 と 整 列 し た 油 圧 ア ク チ ュ
エ ー タ ユ ニ ッ ト に よ っ て 制 御 さ れ て い る 図 １ 及 び ２ の エ ン ジ ン の 場 合 に は 、 存 在 し な か っ
た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 吸 気 バ ル ブ 7の コ ン ト ロ ー ル シ ス テ ム の 説 明 を 継 続 す る と 、 各 ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト A
の 可 変 体 積 チ ャ ン バ は 、 各 ポ ン プ セ ッ ト Pに 関 連 し た 加 圧 チ ャ ン バ Cに 油 圧 で 接 続 さ れ て い
る 。 前 記 の 油 圧 の 連 通 は 、 各 ア ク チ ュ エ ー タ Aと 各 ポ ン プ セ ッ ト Pと の 間 に あ る 短 い 接 続 導
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管 に よ っ て 、 図 ３ に 模 式 的 に 示 さ れ て い る 。 各 ポ ン プ セ ッ ト は 、 カ ム シ ャ フ ト 11の 各 カ ム
14に よ っ て 制 御 さ れ る ポ ン ピ ン グ ピ ス ト ン 16を 持 っ た 、 例 え ば 図 ２ に 示 し た タ イ プ の も の
で あ る 。 し か し な が ら 、 図 ４ に 明 確 に 示 さ れ る よ う に 、 カ ム 14は 、 ロ ッ カ ー ア ー ム 505に
よ っ て 各 ポ ン プ セ ッ ト Pの ピ ス ト ン 16を 制 御 す る 。 図 示 し た 例 の 場 合 に は 、 ロ ッ カ ー ア ー
ム 505が 、 エ ン ジ ン ・ ボ デ ィ に 、 特 に シ リ ン ダ ヘ ッ ド の ボ デ ィ に 固 定 さ れ た 支 持 体 507中 に
あ る そ の 端 部 506の う ち の 一 つ で 揺 動 す る よ う に 取 り 付 け ら れ る 。 そ れ は 、 ポ ン ピ ン グ ピ
ス ト ン 16と 協 働 す る そ の 対 向 端 508を 有 し て い る 。 そ の 中 間 の 領 域 で は 、 ロ ッ カ ー ア ー ム 5
05は 、 カ ム 14に 従 う 自 由 に 回 転 可 能 な ロ ー ラ ー 509を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ３ を 参 照 す る 。 図 ３ に 示 し た 好 ま し い 実 施 態 様 の 場 合 に は 、 各 シ リ ン ダ CYの 二 つ の 排
気 バ ル ブ 27は 、 エ ン ジ ン の ボ デ ィ 上 の 軸 501を 中 心 に そ の 中 間 の 領 域 で 揺 動 す る よ う に 取
り 付 け ら れ て 、 図 示 し た 例 え ば 図 ２ の タ イ プ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト Aと 協 働 す る 対 向
端 502(図 ４ に 明 確 に 示 さ れ て い る )を 有 す る 、 単 一 の ロ ッ カ ー ア ー ム 500の 一 つ の 端 部 に よ
っ て 制 御 さ れ る 。 ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト は 、 排 気 バ ル ブ を 制 御 す る 第 二 の カ ム シ ャ フ ト
280の カ ム 28に よ っ て 制 御 さ れ る ポ ン プ セ ッ ト Pと 、 図 に 模 式 的 に 示 さ れ る よ う に 、 通 路 50
4を 通 じ て 油 圧 接 続 状 態 に あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 示 さ れ る よ う に 、 上 に 示 し た 配 置 の お か げ で 、 吸 気 バ ル ブ 及 び 排 気 バ ル ブ の た め の 油 圧
の 制 御 シ ス テ ム の 全 て の 要 素 は 、 大 き な エ ン ジ ン 寸 法 、 特 に 垂 直 方 向 の 寸 法 を 、 必 要 と す
る こ と な く 、 設 計 段 階 の 間 に 位 置 決 め さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 の 説 明 及 び 図 ３ 、 ４ か ら 明 ら か な よ う に 、 各 吸 気 バ ル ブ を 制 御 す る ロ ッ カ ー ア ー ム
500、 及 び 前 記 吸 気 バ ル ブ を 制 御 す る カ ム と 連 関 し た ロ ッ カ ー ア ー ム 505は 、 カ ム シ ャ フ ト
の 軸 に 直 交 す る 面 に 配 置 さ れ る 。 そ れ は 互 い に 離 間 し て い る 。 こ の こ と は 、 各 吸 気 バ ル ブ
7の 軸 、 及 び 前 記 吸 気 バ ル ブ を 制 御 す る ポ ン プ セ ッ ト Pの 軸 が 、 カ ム シ ャ フ ト の 軸 に 直 交 す
る 面 に 配 置 さ れ て 、 互 い に 離 間 し て い る こ と を 意 味 し て い る 。 同 様 に 、 排 気 バ ル ブ 27を 制
御 す る ロ ッ カ ー ア ー ム 500を 位 置 決 め す る カ ム シ ャ フ ト 280の 軸 に 直 交 す る 面 は 、 各 ポ ン プ
セ ッ ト P、 各 ロ ッ カ ー ア ー ム 505及 び 各 カ ム 28を 位 置 決 め す る カ ム シ ャ フ ト 280の 軸 に 直 交
す る 面 か ら 離 間 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 明 ら か に 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト Aと 各 ロ ッ カ ー ア ー ム 500と の 間
に 動 作 可 能 な よ う に 配 置 さ れ る 補 助 の 油 圧 タ ペ ッ ト 400は 、 各 ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト Aに
連 関 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 当 然 に 、 本 発 明 の 原 理 を 変 更 せ ず に 、 構 造 の 細 部 及 び 実 施 態 様 は 、 本 願 に 実 施 例 と し て
の み 記 載 さ れ 図 示 さ れ た も の に 対 し て 、 本 発 明 の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と 無 く 、 幅 広 く 変 更
す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 同 じ 出 願 人 に よ っ て 、 例 え ば ヨ ー ロ ッ パ 特 許 第 EP 0 803 642 B1号 に 記 述 さ れ た
タ イ プ の 、 従 来 技 術 に 係 る エ ン ジ ン (バ ル ブ の 可 変 動 作 シ ス テ ム の 基 本 原 理 を 図 示 す る た
め に 本 願 に 示 さ れ る )の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 出 願 人 に よ っ て 、 ヨ ー ロ ッ パ 特 許 出 願 第 EP 1 344 900号 で 前 に 提 案 し た よ う に 、
図 １ の も の に 類 似 し た タ イ プ の エ ン ジ ン の 吸 気 バ ル ブ に 関 連 し た 補 助 の 油 圧 タ ペ ッ ト の 拡
大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る ４ つ の 並 ん だ シ リ ン ダ を 備 え た エ ン ジ ン に お け る バ ル ブ 動 作 シ ス テ
ム の 模 式 的 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の IV線 -IV線 で 切 断 し た 模 式 的 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
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　 　 １ 　 シ リ ン ダ ヘ ッ ド
　 　 ７ 　 吸 気 バ ル ブ
　 　 ９ 　 戻 り バ ネ
　 １ １ 　 カ ム シ ャ フ ト
　 １ ６ 　 ポ ン ピ ン グ ピ ス ト ン
　 ２ １ 　 作 動 ピ ス ト ン
　 ２ ２ 　 案 内 ブ ッ シ ン グ
　 ２ ４ 　 電 磁 弁
　 ２ ５ 　 電 子 制 御 手 段
　 ２ ７ 　 排 気 バ ル ブ
　 ３ ２ 　 逆 止 め 弁
　 ７ ０ 　 排 気 バ ル ブ
５ ０ ０ 　 ロ ッ カ ー ア ー ム
５ ０ ６ 　 端 部
５ ０ ８ 　 対 向 端
　 　 Ａ 　 ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト
　 　 Ｃ 　 加 圧 流 体 チ ャ ン バ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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